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じじつのひとつぶ・放射能測定値

沢でもご当地電力・エネシフトを
－低炭素都市ふじさわをめざして－

H25環境白書は,3.11束日本大震災の地震と津波，また、深刻な原子力災害による放射性物質汚

染の影響などを踏まえ，これからのエネルギー供給や自然との関係について，改めて考え直す必要に迫ら

れています。大量生産・大量消費型の経済を変えていく必要があると回答した人が，全体の80%近くを占

めました。

私たちは今，これまでのようなライフスタイルや社会経済の構造を見直し，地球環境に負荷をかけなし

持続可能で真に豊かな社会を築いていけるような、新たな生き方を選択すべき時を迎えています(6/4閣議

決定)。

藤沢市でも地球温暖化対策・地産地消エネルギー推進の新しい施策に向けて予算化をし，プロジェクト

が発足します。

藤沢エコネットは，低炭素都市藤沢をめざして「どんな街づくりをめざすのか？私たちの選択のカギ

は何か？」を学び，考え，行動するために，6/21から連続講座を開始しています。

6/21開催の第1回のテーマは馳球温瞬上の真実｣一IPCC第5次報告とその後一で，講師は世界的な海

洋学者（レジーム。シフト論の提唱者）である川崎健さん棟北大学名誉教授、市内在住）でした．第2

回は市の担当者による『地球温暖化防止策の現状とこれから」を8/31に予定しています。

6/26には，昨年12月に発足した一般社団法人「大磯エネシフト」を見学しました。マンションの屋上

に太陽光発電パネルを設置した硫民発電所」でした。日本でもこのように市民が自分たちで電力をつく

る賄民発電閲が全国で急速に増えています。「ご当地

電力」ということばが生まれ，県内でも小田原，藤野町，

川崎，茅ヶ崎などで取り組みが進んでいます。

2011.3.11の東日本大震災における東京電力福島第1発

電所の事故は，原発の陵全神話」を完全に突き崩し，原

発は人間社会と地球環境とは相容れない危険な存在であ

ることを明らかにしました。原発に依存しなくても日本の

電力がまかなえる状況をつくり挙げることが必要です。

藤沢からも市民・行政・事業者が力を合わせてエネルギ

ー・シフトをめざして行動を開始しましょう。
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